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要 約 

過去の原爆放射線による被曝は生存者の健康に様々な長期的悪影響を及ぼしている。その中

の幾つかの影響は 60 年以上経過した今日においても見られる。本研究においては、活性酸素

（ROS）、インターロイキン（IL）-6、腫瘍壊死因子（TNF）-、C 反応性蛋白質（CRP）、IL-4、IL-10、

および免疫グロブリン（Igs）の血漿中レベル、ならびに赤血球沈降速度（ESR）から成る 8 種類の炎

症関連サイトカイン／指標により、442 人の原爆被爆者の無症候性の炎症状態について調べ、こ

れらの指標に対する過去の放射線被曝と自然老化の影響を個々人について評価比較した。次に、

これらのサイトカイン／指標の相互関係によって隠されていた炎症と放射線被曝または加齢の生

物学的に重要な関連を評価するために、選択したサイトカイン／指標の線形結合によるスコアを多

変量統計解析を用いて計算し、全身性炎症指標を評価した。我々の結果は、ROS、IL-6、CRP、

および ESR の線形結合によって炎症状態を最もよく表すことができることを示し、またそのスコアに

より炎症に対する統計学的に有意な放射線量と加齢の影響が明確に示されることが分かった。こ

れらの結果は、総合的に判断して、放射線被曝が自然老化と共に原爆被爆者の持続的炎症状態

を亢進している可能性を示唆している。 
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